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長野県塩尻市

官民共創と地方創生テレワークが
最先端の地域モビリティを実現する



人口：65,033人（R7.4.1）
予算：約318億円（R7FY当初）

長野県塩尻市について
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面積：290k㎡

南北：
38km

松本市・安曇野市と同圏域 奈良井宿

ワイン用ぶどうの栽培

ワイナリー16社

東西：18km

セイコーエプソン㈱様の拠点



塩尻市の地方創生・DXプロジェクト事例
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シビックイノベーション拠点
「スナバ」

公設クラウドソーシング
×

自営型テレワークプロジェクト

地域DXセンター
「core塩尻」

【交通DX】
自動運転社会実装
MaaS
AI活用型オンデマンドバス



【サマリー資料】 「KADO」（2010～）
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業務分類 業務内容

デジタルデータ作成
・画像認識AI教師データ作成
・自動運転用３次元地図データ作成

バックオフィス
・経理、調達、人事、財務等
・各種データ入力、キッティング

自治体系業務

・AIオンデマンドバスオペレーション
・DX関連実証実験サポート
・GIGAスクールサポート
・住民向けデジタル活用支援事業
・コロナ経済対策サポート
・ワクチン接種サポート
・DX関連業務（RPA、デジアナ変換等）
・ふるさと寄附業務オペレーション

GIGAスクール
サポート

オンデマンドバス
オペレーション

3次元地図作成

Since 2010

他自治体にKADOモデル
を横展開（ワークシェア等）

公設クラウドソーシング事業
✕ 自営型テレワーク推進事業



塩尻市交通DX 全体像
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2020

2025

担い手不足（運転士、DX）

自動運転実証実験開始【民間企業との関係性構築】

AI活用型オンデマンドバス実証実験・社会実装
MaaS/Beyond MaaS実証実験・社会実装

行政×民間企業×地域住民の
アライアンスによる交通DX

塩尻市
目指す都市像

次世代交通がもたらす
安心して便利に暮らせる
地域社会の”実感”

自動運転Lv4チャレンジ × 地域MaaS

官民共創プラットフォーム

課題

強み

地
域
イ
ン
パ
ク
ト

地域デジタル人材「KADO」 都市の規模感・機能集約

限定的な公共交通（JR、コミバス） 新たな地域課題

2025年を1次到達点とし、
地域のリソースを集中投資

・交通DX分野の企業等集積
・新たなDX分野へのチャレンジ
・小中高大学生へのDX体験
・地域デジタル人材の活躍



【塩尻MaaS】AI活用型オンデマンドバス「のるーと塩尻」の実証・実装
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運行実績

 民間の路線バスの撤退に伴い導入した地域振興バスの利用者減、バス運転士の
不足という課題を解決するため、市内の市街地エリアにおいて既存の地域振興バ
スからの一部代替を目指しAI活用型オンデマンドバスの実証運行を実施。

 まちなかの便利な生活と農山村地域のゆとりある生活を両立するコンパクト・プラ
ス・ネットワークの実現を目指す。

項目 内 容

運行時間
平日 午前7:00~午後8:00
土曜 午前9:00~午後8:00
日祝 午前9:00~午後6:00  ※12月30日~1月3日運休

運賃 大人200円 /シニア、小児、障がい者、介護者100円 /乳幼児 無料
※直線距離で7㎞を超える場合、上記の倍額

予約方法 アプリケーション(のるーとアプリ、LINE)または電話

図：目指す将来像

背景、将来像

総乗客数 平均乗車時間 平均待ち時間 アプリ登録者
44,034人 9.6分 28分 6,372人

 日当たり平均122
名が利用し、路線
バスの利用者数か
ら大幅に増加

 AIによる最適経
路生成により短
時間での移動
が可能に

 時刻に縛られな
い柔軟性の高
い移動が可能

 高齢者に加え、
生産年齢層の利
用者も増加

 初回利用者は
2,381人

※ 令和5年4月1日〜令和6年3月31日の実績を掲載サービスの内容

 令和4年４月から一部市街
地において本格運行を開始

 段階的にエリアを拡大中

20FY

中
心

市
街
地

塩
尻
東

広
丘

片
丘

実証運行の予定

そ
の
他

21FY 22FY 23FY 24FY 25FY
※ 実証実験による住民意見、サービス水準などを考慮し、のるーとのエリア拡張、路線廃止は判断する。

すてっぷくん のるーと

通常運行

無償
実証

有償
実証 エリア拡張

通常運行

有償
実証

廃止

廃止

エリア拡張

通常運行 運行休止
有償
実証

通常運行
有償
実証 エリア拡張

通常運行
(楢川線、北小野線、洗馬線、宗賀線)

※ 2024年4月時点の内容を記載

エリア拡張



自動運転社会実装に向けたロードマップ
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１年を通じて自動運転
車両が運行され、地域
住民や来訪者が意識せ
ずに利用できる状況

目指す姿

• 地方創生やＤＸパー
トナー企業、研究機
関等の集積

• 新たな教育／体験機
会の創出

• 高齢者外出機会増加

社会インパクト

• 公共交通の拡充及び
持続性の向上

（運転士不足等）
• 自家用車中心社会か

らの脱却
（意識・行動変容）

解決したい地域課題



自動運転実証実験 2024FY
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概要

塩尻駅→塩尻市役所において、一般公道混在空間の自動運転レベル４運行（特定自
動運行）を実施する。持続可能な自動運転サービスを目指し、大手小売店や地域商
店と連携した収益拡大施策を実施し、事業性確立を目指す。

レベル２運行（一般試乗）：1月10日(金)・14日(火)～17日(金)
特定自動運行：１月２３日(木)、２４日(金)、２９日(水)、３０日(木)、３１日(金)

2月5日(水)、6日(木)、7日(金) 計8日間

実施内容

走行ルート・運行時間

ティアフォー製Minibusを用いた
一般公道混在空間におけるレベル４走行

アルピコ・KADOによる
レベル４運行体制構築

信号機連携

小売連携・寄付金・広告・協賛金による
事業性確立検証

大手小売店等

塩尻市/塩尻市振興公社

レベル４



自動運転実証実験 2024FY レベル４・特定自動運行

9

 塩尻駅から塩尻市役所までを対象としたレベル4走行（特定自動運行）に係る許可申請を長野県公安委員会
に提出し、令和7年１月９日付けで許可
 開発・評価改善
 リスクアセス、現地データ取得
 関係省庁相談
 公道走行WG
 第三者評価、特定整備工場確保
 車両認可取得
 住民説明会、周知活動
 特定自動運行申請・許可
 運用シーケンス、緊急時対応マニュアル、テスト走行
 実証運行

運行ルート

 塩尻駅から塩尻市役所までの往路 460mとし、復路はレベル2で運行

塩尻駅

塩尻市役所

S

G

レベル２走行ルート

信号機連携箇所

停留所名乗降場所２か所

レベル４走行ルート

塩尻市/塩尻市振興公社



2024FY自動運転実証実験
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自動運転社会実装推進事業 2025FY
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概要

令和６年度レベル２走行ルートをベースに市単独予算による定常運行を実現し、
同ルートにおいて大手小売店や地域商店と連携した小売連携施策、寄付金、協
賛金、広告宣伝、視察、貨客混載等の収入拡大施策を実施する。
レベル２定常運行：令和７年５月開始予定

実施内容

令和７年度５月開始 定常運行ルート

ティアフォー製Minibus
レベル２定常運行

アルピコ・KADOによる定常運行

小売連携・寄付金・広告・協賛金による
事業性確立検証

市単独運行



塩尻市の目指す都市像
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